
開催地名 愛知県瀬戸市 

開催日時 令和６年１月 24 日（水） 14：00 ～ 15：30 

開催場所 瀬戸市文化センター 第 31 会議室 

語り部 石川 弘子 （福島県いわき市） 

参加者 瀬戸市女性防火クラブ協議会 50 名 

開催経緯 隔年で「火災予防研修会」を実施しており、女性目線の防災対策についての講演を希

望していたところ、語り部派遣についての照会があったため。 

内容 （１）東日本大震災について 

地震が起きた当時、三男と居間にいた。揺れは３分ほど続く。その時にはまだ電気が

ついていた。テレビでの津波表記は３メートルだったが、来るはずはないと思っていた。 

揺れが収まり外へ出た。町内の人たちも外に出てきている。近所の老人に声をかけら

れた。友人に寒いから上着を着なきゃ駄目だよと言った。その後、念のためにと思って

家の周りの写真を撮ったが、近所の老人、友人は後日遺体で見つかった。 

ゆるい坂道を上がりながらシャッターを切る。後ろを振り返ると津波が襲ってきてい

た。夢中でシャッターを連射。息子は動画を撮っていた。 

最初の津波は地震から 40 分後だった。津波は何度も来る。波が引いていくと避難して

いた人たちが家の様子を見に行こうとするが、次の津波がやってくるので戻れない。 

ペットを探しに行った人は戻ってこなかった。そのうちに津波が原因となり一ケ所から

火が上がる。どんどん火災が拡大し、爆発が起こる。 

（災害発生当日から現在までの久之浜町の状況を写真、動画で紹介） 

翌朝、町の様子は激変していた。朝になってもまだ津波がやってきていた。町の写真

を撮っていても悲しくなる。家があった場所に家がない。家があっても１階部分が無く

なっていたり、家が逆さまになっている。至る所にがれきの山、道をふさぐ火種があり、

まだ完全に消火できない。その中で秋葉神社だけがぽつんと残っていた。 

想定外 7.5ｍの津波だった。日頃から「もしも」を考えて行動しなければならないと思

った。 

 

（２）復興への道のり 

津波、地震の他にも福島は原発事故の影響が多く、未だに家に帰れていない人もいる。

汚染物質を含んだ土をフレコンバッグに入れる作業が延々と行われる。一つのフレコン

バッグは 1 トンにもなるのだが、そのフレコンバッグが東京ドーム 11 個分もあった。今

は東京ドーム 1 個内に減った。防波堤は 1 メートル高くなった。 

災害復興住宅が建設され、津波避難ビル、防災まちづくり資料館が建設される。浜風

商店街（仮設の商店街）ができ、その中に地域資料室を作り、人々に話をするきっかけ

となった。 

芸能人や政治家もたくさん訪れた。中でもプロレス団体の人たちの献身的な活動に感

動した。プロレスラーの蝶野さんには感謝しかない。防災緑地として、たくさんの木を

植えた。黒松だけで 7 万本。2023 年には桜の木を 69 本植えた。今年の春に花が咲いて



 

くれることを期待している。子供たちは当初仮設住宅からバスで片道 1 時間半かけて学

校に通っていた。あの時の 1 年生が今年成人式を迎えた。 

 

（３）久之浜・大久女性防火クラブの活動 

・避難所でいらなくなった毛布をリメイクし、10 枚の毛布から 100 枚の小座布団ができ

た。 

・火力発電所見学 

・紙芝居で防災の話をする 

・新聞紙でスリッパ作り 

・指人形劇 

・消火器の使い方講座（色々なタイプの消火器の紹介、使い方） 

・救命救急講座（初めての人が多かった） 

・町の AED の設置場所確認 

・町の仮設トイレの収納場所確認、組み立て 

・仮設テントの設置 等 

 

（４）まとめ 

震災を通して普段からの備えの大切さを知る。かばんの中に携帯用のトイレを必ず入

れて持ち歩いている。いざという時にリュックで持ち運べるものを常に意識して用意し

ておくとよいと思う。一番大事なものは「命」、命があれば生きていける。命の次に何が

大事なのは薬。一週間分ぐらいの薬は常にカバンに入れている。あとは何とかなる。少

しご飯が食べられなくても死にはしない。震災が起きたことをシュミレーションしてお

くことが非常に重要。もしもということを、私には関係ないと絶対に思ってはいけない。 

日頃から震災のことを家族で話し合っておくべき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催地より この度は、遠方から瀬戸市まで来ていただき本当にありがとうございました。 

講演いただいた内容は、本市女性防火クラブの参考になるものばかりであり、中でも

東日本大震災の被災経験に関するお話は参加者だけでなく、同席した消防職員の心にも

強く響くもので、大変好評だった。自分たちに今できることは何なのか、を考える良い

きっかけになった。機会があればぜひまたよろしくお願いしたい。 


